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京都大学On-site Laboratory「地震・津波未災学国際Lab」

基本情報

活動概要

期待される波及効果

・ 新たな学問分野「比較地震・津波災害科学」の設立

・ 地震・津波防災研究をリードする京都大学の周知

・ ラテンアメリカコミュニティとのHub Laboratory
・ 優秀な修士・博士課程の学生の獲得

 実施部局：防災研究所
 相手方機関：メキシコ国立自治大学
 設置（予定）時期：2024（令和６）年11月
 設置場所：メキシコ国立自治大学（メキシコ合衆国・メキシコシティ）

 京都大学防災研究所（宇治キャンパス総合研究実験2号棟）
 設置タイプ：クロスバウンド型
 設置目的： 沈み込み帯における地震・津波災害の軽減に向けた学際的研究拠点の設立
 教育研究活動内容： 理学、工学、社会科学による地震・津波災害とリスクの理解の高度化
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工学的対策と避難戦略の提案

社
会
の
防

災
行

動
を
促

す
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
く

効
果

的
な
リ
ス
ク
軽

減
策

政府・自治体・
地域との連携

政府・自治体・
地域との連携


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3



